
問題
もんだい

解答
かいとう

1 1万年前
まんねんまえ

ごろから作
つく

られた、表面
ひょうめん

に縄目
なわめ

の文様
もんよう

の入
はい

った土器
どき

2 青森県
あおもりけん

で発見
はっけん

された1の時代
じだい

の遺跡
いせき

3 稲作
いなさく

や金属
きんぞく

器
き

が伝
つた

えられた、紀元前
きげんぜん

4世紀
せいき

～紀元
きげん

3世紀
せいき

ごろの時代
じだい

4 3の時代
じだい

に邪馬台国
やまたいこく

を統治
とうち

していた女王
じょうおう

5 5世紀
せいき

ごろに朝鮮
ちょうせん

半島
はんとう

から一族
いちぞく

でまとまって日本
にほん

に移
うつ

り住
す

んだ人々
ひとびと

6 聖徳太子
しょうとくたいし

が定
さだ

めた役人
やくにん

の心得
こころえ

7 世界
せかい

文化
ぶんか

遺産
いさん

に登録
とうろく

されている、聖徳太子
しょうとくたいし

が建立
こんりゅう

した寺院
じいん

8 663年
ねん

、百済
くだら

を救済
きゅうさい

するために日本
にほん

が軍
ぐん

を送
おく

り大敗
たいはい

した戦
たたか

い

9 701年
ねん

に唐
とう

の法律
ほうりつ

にならってつくられた、全国
ぜんこく

を支配
しはい

するしくみをまとめた法律
ほうりつ

10 710年
ねん

、唐
とう

の都
みやこ

にならって作
つく

られた都
みやこ

11 6歳以上
さいいじょう

のすべての男子
だんし

に土地
とち

を与
あた

え、死
し

ぬと国
くに

へ返
かえ

す制度
せいど

12 律令
りつりょう

制度
せいど

のもと、九州
きゅうしゅう

北部
ほくぶ

の防衛
ぼうえい

に送
おく

られた兵士
へいし

13 律令
りつりょう

制度
せいど

のもと、成人
せいじん

男子
だんし

に課
か

せられた税
ぜい

のうち地方
ちほう

の特産物
とくさんぶつ

を納
おさ

める税
ぜい

14 奈良
なら

時代
じだい

、全国
ぜんこく

に国分寺
こくぶんじ

・国分尼寺
こくぶんにじ

の建立
こんりゅう

を命
めい

じた天皇
てんのう

15 743年
ねん

に定
さだ

められた、新
あら

たに開墾
かいこん

した土地
とち

の永久
えいきゅう

私有
しゆう

を認
みと

めた法律
ほうりつ

16 14の天皇
てんのう

のころに栄
さか

えた国際色
こくさいしょく

豊
ゆた

かな文化
ぶんか

17 794年
ねん

に作
つく

られ、1869年
ねん

まで存続
そんぞく

した都
みやこ

18 9世紀
せいき

初
はじ

めに中国
ちゅうごく

から天台宗
てんだいしゅう

を伝
つた

えた僧
そう

。比叡山
ひえいざん

に延暦寺
えんりゃくじ

を建
た

てた

19 9世紀
せいき

後半
こうはん

～11世紀
せいき

中
なか

ごろ、摂政
せっしょう

や関白
かんぱく

が中心
ちゅうしん

になって動
うご

かした政治
せいじ

20 平安
へいあん

時代
じだい

半
なか

ばに栄
さか

えた、日本
にほん

の風土
ふうど

や生活
せいかつ

にあった文化
ぶんか

21 20の文学
ぶんがく

作品
さくひん

のうち、『枕草子
まくらのそうし

』の作者
さくしゃ

22 浄土
じょうど

信仰
しんこう

に基
もと

づいて、奥州
おうしゅう

藤原氏
ふじわらし

が建
た

てた平泉
ひらいずみ

にある阿弥陀
あみだ

堂
どう

23 天皇
てんのう

が譲位
じょうい

し上皇
じょうこう

となった後
あと

も実権
じっけん

を握
にぎ

る政治
せいじ

。白河
しらかわ

天皇
てんのう

が始
はじ

めた

24 保元
ほうげん

・平治
へいじ

の乱
らん

で勢力
せいりょく

を広
ひろ

げ、武士
ぶし

として初
はじ

めて太政
だいじょう

大臣
だいじん

の位
くらい

についた人物
じんぶつ

25 1185年
ねん

に平氏
へいし

を滅
ほろ

ぼし、鎌倉
かまくら

幕府
ばくふ

を開
ひら

いた人物
じんぶつ

26 将軍
しょうぐん

に忠誠
ちゅうせい

を誓
ちか

った御家人
ごけにん

に将軍
しょうぐん

が領地
りょうち

や官職
かんしょく

を授与
じゅよ

すること

27 鎌倉
かまくら

幕府
ばくふ

の将軍
しょうぐん

を助
たす

ける役職
やくしょく

。代々
だいだい

北条氏
ほうじょうし

がついた

28 1221年
ねん

に幕府
ばくふ

と朝廷
ちょうてい

の間
あいだ

に起
おこ

った戦
たたか

い

29 ２８の後
あと

に京都
きょうと

に設置
せっち

された役所
やくしょ

30 元寇
げんこう

の時
とき

に、27の地位
ちい

に就
つ

いていた人物
じんぶつ

31 幕府
ばくふ

が借金
しゃっきん

の帳消
ちょうけ

しを命
めい

じた法令
ほうれい

32 平氏
へいし

の繁栄
はんえい

と滅亡
めつぼう

を描
えが

いた軍記
ぐんき

物
もの

。琵琶
びわ

法師
ほうし

が語
かた

り始
はじ

めた

33 室町
むろまち

幕府
ばくふ

における将軍
しょうぐん

の補佐役
ほさやく

34 日明
にちみん

貿易
ぼうえき

を始
はじ

めた室町
むろまち

幕府
ばくふ

３代
だい

将軍
しょうぐん

35 日明
にちみん

貿易
ぼうえき

の合札
あいふだ

で区別
くべつ

された海賊
かいぞく

的
てき

集団
しゅうだん

36 室町
むろまち

時代
じだい

の農村
のうそん

で有力
ゆうりょく

な農民
のうみん

を中心
ちゅうしん

につくられた自治
じち

組織
そしき

37 同業者
どうぎょうしゃ

ごとにつくられた商工業
しょうこうぎょう

者
しゃ

の団体
だんたい

。さまざまな特権
とっけん

を得
え

た

38 応仁
おうにん

の乱
らん

の原因
げんいん

の一因
いちいん

となった室町
むろまち

幕府
ばくふ

８代
だい

将軍
しょうぐん

39 寺院
じいん

の部屋
へや

の様式
ようしき

を武家
ぶけ

の住居
じゅうきょ

に取
と

り入
い

れ得
え

た建築
けんちく

様式
ようしき

。現在
げんざい

の和室
わしつ

のつくりにつながる

40 戦国
せんごく

時代
じだい

にみられる、下
した

の者
もの

が実力
じつりょく

で上
うえ

の者
もの

を倒
たお

す風潮
ふうちょう

41 戦国
せんごく

大名
だいみょう

が領内
りょうない

を治
おさ

めるために独自
どくじ

に定
さだ

めた法律
ほうりつ

42 中世
ちゅうせい

イタリアから始
はじ

まった、文芸
ぶんげい

復興
ふっこう

の動
うご

き　(カタカナで)

43 アフリカの喜望峰
きぼうほう

を回
まわ

り、インド方面
ほうめん

への新航路
しんこうろ

を発見
はっけん

した人物
じんぶつ

44 ルターらがローマ教皇
きょうこう

を批判
ひはん

し、聖書
せいしょ

の教
おし

えに立
た

ち返
かえ

ろうとした運動
うんどう

45 44の影響
えいきょう

から海外
かいがい

布教
ふきょう

を始
はじ

めた、フランシスコ・ザビエルなどが所属
しょぞく

するグループ名
めい

46 1543年
ねん

にポルトガル人
じん

が鉄砲
てっぽう

を伝
つた

えた島
しま

47 16世紀
せいき

に行
おこな

われたスペイン・ポルトガルと日本
にほん

との貿易
ぼうえき

48 当時
とうじ

多
おお

くの銀
ぎん

を産出
さんしゅつ

していた島根県
しまねけん

の銀山
ぎんざん

。江戸
えど

時代
じだい

には幕府
ばくふ

のものになり、現在
げんざい

は世界
せかい

遺産
いさん

に認定
にんてい

49 織田
おだ

信長
のぶなが

が行
おこな

った商工業
しょうこうぎょう

の自由
じゆう

な営業
えいぎょう

を許
ゆる

す政策
せいさく

50 1575年
ねん

、織田
おだ

信長
のぶなが

が武田
たけだ

勝頼
かつより

を倒
たお

した戦
たたか

い


